
【2018年 2月に開催された前回大会の様子。難易度の高い

問題はもちろん、工夫が凝らされたルールも見どころの一つ】 
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マニュライフ生命カップ 第 13回全国高校生金融経済クイズ選手権 

エコノミクス甲子園 全国大会 2月 17日（日）に開催！ 

 46校の高校生が金融経済知力の日本一をかけて熱い戦いに挑む！ 

 1,250チーム、2,500名から高校生 No.1が決まる！ 

マニュライフ生命保険株式会社（取締役代表執行役社長兼 CEO：

吉住公一郎、本社：東京都新宿区、以下「マニュライフ生命」）がメイ

ンスポンサーとして協賛する高校生対象の金融経済クイズ大会 

「マニュライフ生命カップ 第 13 回全国高校生金融経済クイズ選手

権 エコノミクス甲子園 全国大会」（主催：認定 NPO法人 金融知力

普及協会）が 2 月 17 日（日）に開催されます。マニュライフ生命は

5年連続で同大会のメインスポンサーとなります。 

エコノミクス甲子園 全国大会には、2018 年 11 月～12 月に開催された 45 の地方大会およびインター

ネット大会を勝ち抜いた、計 46 校（92 名）が出場します。本大会で、全国の予選にエントリーした 473

校、1,250チーム 2,500名の頂点となる高校生が決定します。 

マニュライフ生命は、持続可能な開発目標（SDGs : Sustainable Development Goals）の達成に向け

て生命保険業界として重点的に取り組む「金融リテラシー教育の推進」に注力しています。次世代を担う

子どもたちが自らの生涯を生き抜く力を培うために、自助努力で将来に備えることの重要性や保険の役

割についての教育を推進しています。当社は、本イベントの趣旨「これから社会に羽ばたく高校生に、世

の中の金融経済の仕組みを読み解き、『自分のライフデザイン』や『自分とお金の関わり方』を、クイズを

通じて楽しみながら学んでもらうこと」に賛同し、次世代の金融リテラシー教育の推進に貢献したいと考

えています。 

大会についての詳細は公式ウェブサイト（https://econ-koshien.com/）をご参照ください。 

※開催概要は次ページ以降をご覧ください。 

 

 
 
  

【第 12回全国大会優勝校、長崎県立長崎西高等学校】 



開催概要 

マニュライフ生命カップ 第13 回全国高校生金融経済クイズ選手権 エコノミクス甲子園 全国大会 

日程： 2019年 2月 17日（日） 10：00～16：30（開場 9：30） 

出場校： 全国の地方大会およびインターネット大会を勝ち抜いた 46校 92名 

会場： 国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟 小ホール 

優勝賞品： 優勝トロフィーおよび、副賞としてニューヨーク・ボストン研修旅行。研修旅行では、ニューヨーク証券取引所
やマニュライフのグループ会社であるジョン・ハンコックの本社を訪問予定 

※当日の様子は YouTubeのライブ映像でご覧いただけます 

（「エコノミクス甲子園公式チャンネル」 https://www.youtube.com/channel/UCL8EyQzBT8qdNq9fuv3aq5A）。 

 

今大会の出場校一覧 

地方 
大会 

出場校 出場回数 
地方 
大会 

出場校 出場回数 

北海道 北海道札幌南高等学校 5年連続 5回目 三重 桜丘高等学校 初出場 

青森 青森県立弘前高等学校 2年ぶり 2回目 滋賀 滋賀県立水口東高等学校 3年ぶり 2回目 

岩手 岩手県立一関第一高等学校 初出場 京都 京都府立洛北高等学校 2年ぶり 3回目 

宮城 宮城県仙台第二高等学校 5年ぶり 4回目 大阪 大阪星光学院高等学校 4年連続 6回目 

秋田 秋田市立秋田商業高等学校 5年ぶり 4回目 兵庫 灘高等学校 2年ぶり 7回目 

山形 山形県立山形南高等学校 2年連続 3回目 奈良 東大寺学園高等学校 4年連続 7回目 

福島 福島県立福島高等学校 3年連続 7回目 和歌山 智辯学園和歌山高等学校 2年連続 2回目 

茨城 茨城県立並木中等教育学校 2年ぶり 2回目 鳥取 青翔開智高等学校 2年ぶり 2回目 

栃木 栃木県立宇都宮高等学校 5年連続 6回目 島根 松江工業高等専門学校 初出場 

群馬 群馬県立中央中等教育学校 初出場 岡山 岡山県立倉敷天城高等学校 2年ぶり 2回目 

埼玉 埼玉県立川越高等学校 初出場 広島 広島学院高等学校 3年ぶり 3回目 

千葉 渋谷教育学園幕張高等学校 2年連続 6回目 山口 山口県立山口高等学校 初出場 

東京 早稲田高等学校 2年連続 3回目 徳島 徳島県立城東高等学校 3年ぶり 3回目 

神奈川 神奈川県立湘南高等学校 初出場 香川 香川県立高松高等学校 2年連続 9回目 

新潟 新潟県立新潟高等学校 2年ぶり 3回目 愛媛 松山東雲高等学校 初出場 

富山 富山県立富山中部高等学校 初出場 高知 土佐塾高等学校 初出場 

石川 
金沢大学人間社会学域学校教

育学類附属高等学校 

5 年連続 11 回

目 
福岡 福岡県立福岡高等学校 初出場 

福井 福井県立藤島高等学校 2年連続 5回目 佐賀 弘学館高等学校 2年連続 2回目 

山梨 山梨県立甲府南高等学校 2年連続 8回目 長崎 精道三川台高等学校 3年ぶり 3回目 

長野 長野県松本深志高等学校 4年連続 4回目 宮崎 宮崎第一高等学校 2年ぶり 4回目 

岐阜 岐阜県立岐阜高等学校 5年連続 8回目 鹿児島 ラ・サール高等学校 2年連続 8回目 

静岡 静岡県立御殿場南高等学校 初出場 沖縄 昭和薬科大学附属高等学校 2年ぶり 9回目 

愛知 愛知県立旭丘高等学校 7年ぶり 2回目 
インター 

ネット 
茨城県立竹園高等学校 6年ぶり 2回目 

 

https://www.youtube.com/channel/UCL8EyQzBT8qdNq9fuv3aq5A


過去の全国大会内容および優勝校 

 

回数 地方大会数 参加チーム数 参加学校数 優勝校 
出場 

地方大会名 

第 1回 3 33チーム 25校 ラ・サール高等学校 福岡 

第 2回 10 237チーム 90校 開成高等学校 関東 

第 3回 15 425チーム 154校 東大寺学園高等学校 大阪 

第 4回 20 535チーム 201校 ラ・サール高等学校 鹿児島 

第 5回 23 600チーム 237校 灘高等学校 関西 

第 6回 25 647チーム 244校 東大寺学園高等学校 奈良 

第 7回 34
*
 860チーム 335校 東海高等学校 愛知 

第 8回 40
*
 1,023チーム 378校 千葉県立千葉高等学校 千葉 

第 9回 40
*
 1,134チーム 401校 宮崎県立宮崎西高等学校 宮崎 

第 10回 43
*
 1,121チーム 410校 新潟県立新潟高等学校 新潟 

第 11回 47
*
 1,170チーム 447校 

金沢大学人間社会学域学校
教育学類附属高等学校 

石川 

第 12回 46
*
 1,296チーム 516校 長崎県立長崎西高等学校 長崎 

*インターネット大会を含む 

 
 

全国高校生金融経済クイズ選手権『エコノミクス甲子園』について 

エコノミクス甲子園は、第 1 回大会（2006 年に地方大会、2007 年に全国大会を開催）以来、全国延べ 3,911 校から

20,695 人の高校生がチャレンジしてきました。参加者は同じ学校に通う生徒二人一組でエントリーし、エコノミクス甲子

園を企画・主催する認定 NPO 法人 金融知力普及協会から提供される事前学習教材で金融知力を身につけ、地方大

会に臨みます。地方大会の勝者が全国大会に進み、全国大会で優勝を果たしたペアには、優勝トロフィーおよび、副賞

としてニューヨーク・ボストン研修旅行が贈られます。また、認定 NPO 法人 金融知力普及協会は、返済不要の「金子・

森 育英奨学金」を給付しており、全国大会参加者のうち、所定の条件を満たす希望者の中から 1～3 名を選考し、全国

大会で発表します。 

全国大会および奨学金についての詳細は公式ウェブサイト（https://econ-koshien.com/）をご参照ください。 

 
 

認定 NPO法人 金融知力普及協会について 

金融知力普及協会とは、全ての人々に金融知力の重要性ならびにその必要性を知っていただき、その金融知力を身に

つけていただくためのお手伝いをする特定非営利団体です。消費者、財界、教育界、金融界などから広く知恵を集め、

会の趣旨に賛同する会員により支えられ、すべての人に金融知力を養ってもらうために活動します。ウェブサイト：

https://www.apfl.or.jp 

 

マニュライフ生命について 

マニュライフ生命は、130 年の歴史を持ち、カナダを本拠とする大手金融サービスグループ、マニュライフ・ファイナンシ

ャル・コーポレーション（マニュライフ）のグループ企業です。プランライト・アドバイザー（自社営業職員）、金融機関、代

理店の 3つの販売チャネルを通じて、法人ならびに個人のお客さまへ、先進的な商品と質の高いサービスを提供してい

ます。詳細はホームページ（www.manulife.co.jp）をご覧ください。自分らしい、これからの生き方「Life 2.0」を応援する、 

マニュライフ生命公式フェイスブックページ「Life 2.0ガイド by マニュライフ生命」

（https://www.facebook.com/Life2.0.ManulifeJapan）、Twitter（https://twitter.com/ManulifeJapan）でも情報発信して

います。 
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